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特
集
●
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュア
リ
テ
ィ

日
本
人
は
ナ
ボ
コ
フ
を
ど
う
読
ん
で
き
た
か

秋　

草　

俊
一
郎

０
、
は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
ナ
ボ
コ
フ
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
作
家
を
中
心
に
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
が
1
、
本
稿
で
は
出
版
史
や
翻
訳
史
の
観
点
か
ら
再
考
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
五
十
年
代
の
終
わ
り
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
『
ロ
リ
ー

タ
』
は
、
二
一
世
紀
の
出
版
不
況
に
も
負
け
ず
に
版
を
重
ね
、
外
国
文
学

と
し
て
は
例
外
的
に
書
店
の
棚
に
残
り
つ
づ
け
て
き
た
。
ま
た
翻
訳
史
の

観
点
か
ら
も
、
ナ
ボ
コ
フ
の
邦
訳
は
数
度
に
わ
た
っ
て
訳
文
批
判
が
お
こ

な
わ
れ
る
な
ど
、
興
味
深
い
問
題
が
析
出
さ
れ
る
。

　

そ
の
場
合
、中
心
と
な
る
の
は
や
は
り
『
ロ
リ
ー
タ
』
と
い
う
作
品
だ
。

ナ
ボ
コ
フ
の
受
容
史
は
、
こ
の
問
題
作
を
人
々
が
ど
う
読
ん
で
き
た
の
か

と
い
う
問
い
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル

の
翻
訳
研
究
者
イ
タ
マ
ー
・
イ
ー
ヴ
ン
＝
ゾ
ウ
ハ
ー
が
、「
ポ
リ
シ
ス
テ
ム
」

を
提
唱
し
た
こ
と
で
有
名
な
論
文
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
翻
訳
文
学
が
受

容
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
選
択
は
受
け
入
れ
側
の
文
学
の
シ
ス
テ
ム
と
無
関

係
で
は
あ
り
え
ず
、
そ
の
採
用
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
側
の
シ
ス
テ
ム
の

文
学
的
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
も
と
に
お
か
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
2
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
外
国
の
小
説
を
た
だ
読
む
こ
と
は
で
き
ず
、
自
分

た
ち
の
慣
れ
親
し
ん
だ
文
学
的
価
値
観
の
中
に
で
し
か
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
に
も
あ
て
は
ま
る
。
本

稿
で
は
、
日
本
人
が
『
ロ
リ
ー
タ
』
に
あ
て
が
っ
て
き
た
「
枠
組
み
」
を
概

観
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

１
、『
ロ
リ
ー
タ
』
刊
行
前
の
報
道

　

作
家
と
し
て
の
ナ
ボ
コ
フ
が
日
本
の
読
者
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
も
ち

	

―『
ロ
リ
ー
タ
』
を
中
心
に

―
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ろ
ん
『
ロ
リ
ー
タ
』
を
嚆
矢
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
国
内
の
出
版
社
か
ら
断

ら
れ
た
の
ち
に
、
一
九
五
五
年
に
パ
リ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
か
ら
刊

行
さ
れ
た
『
ロ
リ
ー
タ
』
は
、
作
家
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
に
激
賞
さ
れ

る
と
話
題
を
呼
び
、
一
九
五
八
年
八
月
に
は
パ
ッ
ト
ナ
ム
社
か
ら
刊
行
さ

れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
一
九
五
八
年
末
頃
か
ら
こ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
は
話
題
に
な
り
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
や
は
り
小
説
の
煽
情

的
な
面
に
着
目
し
た
も
の
だ
っ
た
。
以
下
に
い
く
つ
か
刊
行
前
の
報
道
の

さ
れ
か
た
を
あ
げ
て
お
い
た
が
、『
週
刊
朝
日
』
や
『
週
刊
明
星
』
の
よ

う
な
週
刊
誌
ま
で
『
ロ
リ
ー
タ
』
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
が
目
を
惹
く
。

佐
伯
彰
一
「
奇
妙
な
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
？
」『
文
學
界
』
一
九
五
八
年

二
月
、
一
六
三
―
一
六
五
頁
。

「〝
ニ
ン
フ
〞
に
憑
か
れ
た
男
―
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
の
近
作

『
ロ
リ
タ
』
―
ア
メ
リ
カ
文
学
界
秋
の
話
題
」『
日
本
読
書
新
聞
』

一
九
五
八
年
九
月
一
日
。

「
話
題
作Lo

lita

の
意
味
」『
英
語
青
年
』
一
九
五
八
年
十
一
月
号
、

七
〇
三
頁
。

「
性
的
変
質
者
を
描
く
―
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
ナ
ボ
コ

フ
作
「
ロ
リ
タ
」」『
図
書
新
聞
』
一
九
五
八
年
一
一
月
二
九
日
。

「
背
徳
の
書
「
ロ
リ
ー
タ
」　

物
議
を
か
も
し
た
米
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」

『
週
刊
朝
日
』
一
九
五
八
年
一
二
月
七
日
号
、
四
〇
―
四
一
頁
。

「
文
学
か
ワ
イ
セ
ツ
か
!!　
〝
ロ
リ
ー
タ
〞」『
週
刊
明
星
』
一
九
五
八

年
十
二
月
四
日
、
十
一
―
十
五
頁
。

江
藤
淳
「
最
後
の
恋
人
」『
文
學
界
』
一
九
五
九
年
二
月
号
、
一
三
九

―
一
四
二
頁
。

い
く
つ
か
実
例
を
見
て
み
よ
う
。
報
道
の
中
で
も
影
響
力
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
一
九
五
八
年
一
一
月
二
四
日
の
『
読
売
新
聞
』
の

夕
刊
に
八
段
を
つ
か
っ
て
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。「『
鍵
』
の
ア
メ
リ

カ
版
『
ロ
リ
タ
』」
と
題
さ
れ
た
こ
の
記
事
は
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
あ
ら
す

じ
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
こ
れ
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
は
、
一

つ
に
は
日
本
で
潤
一
郎
の
「
鍵
」
の
場
合
と
同
じ
で
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
描

写
が
う
け
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
谷
崎
潤
一
郎
『
鍵
』
と
く
ら
べ
つ

つ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
毀
誉
褒
貶
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
3
。

　
『
週
刊
明
星
』
の
一
九
五
八
年
一
二
月
四
日
号
に
は
、「
文
学
か
ワ
イ
セ

ツ
か
!!　
〝
ロ
リ
ー
タ
〞」
と
い
う
記
事
が
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ

れ
た
。
記
事
の
煽
り
文
句
は
、『
ロ
リ
ー
タ
』
を
「「
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
」

や
潤
一
郎
の
「
鍵
」、
あ
の
人
気
さ
と
断
じ
る
ム
キ
も
あ
る
が
、「
ベ
ビ
ー

ド
ー
ル
」「
痴
人
の
愛
」
の
テ
ー
マ
に
通
じ
る
と
う
が
っ
て
み
せ
る
人
も

あ
る
」と
い
う
も
の
だ
。こ
こ
で
は
米
国
本
土
の
反
響
に
加
え
て
、『
ロ
リ
ー

タ
』
の
前
半
の
第
一
部
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
か
た
ち
で
載
せ
ら
れ
て
い
る

（
当
時
は
こ
の
よ
う
な
、海
外
の
小
説
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
が
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ま
あ
っ
た
）4
。
こ
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
は
、
実
質
四
ペ
ー
ジ
も
な
い
分
量
な
が
ら
、
部
分
的
に
は
か
な
り
き

ち
ん
と
原
作
の
翻
訳
を
こ
こ
ろ
み
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
は
初
の
邦
訳
の
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試
み
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
翻
訳
は
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
と

ロ
リ
ー
タ
が
、「
優
し
く
口
づ
け
を
交
わ
」
す
と
こ
ろ
で
思
わ
せ
ぶ
り
に

終
わ
っ
て
い
る
5
。

　
『
読
売
新
聞
』
と
『
週
刊
明
星
』
の
共
通
点
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
鍵
』

が
ひ
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
性
愛
を
ひ
と
つ
の
主
題
に
し
た

『
鍵
』
は
、
一
九
五
六
年
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
『
中
央
公
論
』
誌

に
発
表
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
「『
鍵
』
論
争
」
も
巻
き
起
こ
し

て
い
た
（『
中
央
公
論
』
一
九
五
七
年
一
月
号
）6
。
つ
ま
り
、
谷
崎
潤
一

郎
は
日
本
に
お
け
る
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
最
初
の
「
枠
組
み
」
と
し
て
用
意

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
選
択
が
つ
づ
く
装
丁
の
問
題
や
、

耽
美
主
義
、告
白
小
説
と
い
っ
た
別
の
参
照
枠
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。

２
、
東
郷
青
児
、
耽
美
主
義
、
告
白
小
説

前
節
で
見
た
よ
う
に
報
道
が
過
熱
す
る
な
か
で
全
訳
も
用
意
さ
れ
、

一
九
五
八
年
二
月
十
四
日
に
第
一
部
が
「
上
巻
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
7
。
こ
の
際
、
訳
者
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
た
の
は
大
久

保
康
雄
（
一
九
〇
五
―
一
九
八
七
）
だ
が
、
実
際
に
翻
訳
し
た
の
は
弟
子

の
高
橋
豊
（
一
九
二
四
―
一
九
九
五
）
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
専
業
翻
訳
者

だ
っ
た
大
久
保
は
下
訳
者
を
か
か
え
、
大
量
の
翻
訳
を
生
み
だ
し
、「
大

久
保
工
房
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
高
橋
は
推
理
小
説
ほ
か
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
系
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
も
の
の
小
説
の
翻
訳
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る

元
編
集
者
の
翻
訳
家
だ
っ
た
8
。

こ
の
記
念
す
べ
き
『
ロ
リ
ー
タ
』
初
版
の
装
丁
・
挿
画
を
担
当
し
た

の
は
、
洋
画
家
の
東
郷
青
児
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
画
風
が
小
説
の
内
容
に

そ
く
し
て
い
た
か
と
い
う
と
疑
問
も
残
る
。
図
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
表
紙

だ
が
、
描
か
れ
た
金
髪
の
女
性
は
（
東
郷
の
多
く
の
作
品
同
様
）、
長
い

ま
つ
毛
を
伏
し
目
が
ち
に
し
た
悲
し
げ
な
顔
つ
き
で
あ
り
、
は
す
っ
ぱ
な

ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
は
な
れ
て
い

る
。
東
郷
が
描
い
た
口
絵
は
上
半
身
が
裸
の
裸
婦
像
だ
が
、
特
に
作
中
の

場
面
と
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
一
種
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
よ
う
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
や
や
的
外
れ
に
見
え
る
こ
の
装

丁
・
挿
画
の
人
選
も
、
刊
行
当
時
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
見

る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
東
郷
青
児
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
の
装
丁
や

『ロリータ　上巻』初版表紙
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挿
画
を
担
当
し
て
い
た
か
ら
だ
。
図
版
は
、
一
九
四
七
年
に
新
声
社
か
ら

刊
行
さ
れ
た
短
編
集
『
青
い
花
』
だ
が
、
東
郷
青
児
の
エ
ロ
チ
ッ
ク
な

女
性
像
が
表
紙
を
彩
っ
て
い
る
。
東
郷
は
、
ほ
か
に
も
『
卍
』（
新
声
社
、

一
九
四
七
年
）、『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』（
全
国
書
房
、一
九
四
七
年
）
と
い
っ

た
、
四
〇
年
代
の
谷
崎
作
品
の
装
丁
・
挿
画
を
つ
と
め
て
い
た
が
9
、
東

郷
の
起
用
自
体
、
一
種
の
「
記
号
」
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

邦
訳
の
刊
行
当
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
見
出
し
は
「
芸
術
か
？　

背
徳
か
？　

問
題
の
耽
美
主
義
小
説
『
ロ

リ
ー
タ
』!!
」
と
い
う
も
の
で
、
芸
術
作
品
と
し
て
ほ
め
た
た
え
る
書
評
と
、

不
道
徳
さ
を
と
が
め
る
書
評
双
方
を
載
せ
、「
芸
術
か
？　

背
徳
か
？
」

の
図
式
を
煽
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、『
ロ
リ
ー
タ
』
に
「
耽
美
主
義

文
学
」
と
い
う
く
く
り
を
与
え
て
い
る
点
だ
10
。

現
在
、『
ロ
リ
ー
タ
』
が
耽
美
主
義
小
説
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
五
六
年
に
は
サ
ド
選
集
が
澁
澤
龍
彦
の
訳
で
刊
行
さ
れ
る

と
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
影
響
を
受
け
る
作
家
も
で
て
、
耽
美
主
義
は
当
時

の
流
行
に
も
な
っ
た
。
実
際
、
澁
澤
龍
彦
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
上
巻
が
刊
行

さ
れ
た
直
後
に
寄
せ
た
書
評
で
、「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
の
お
墨
つ
き
を
与
え

て
い
る
。

主
人
公
の
倒
錯
者
が
ほ
と
ん
ど
完
全
な
オ
ナ
ニ
ス
ト（
自
慰
愛
好
者
）

で
あ
っ
て
、
そ
の
相
手
の
少
女
ロ
リ
ー
タ
が
み
ず
か
ら
悲
劇
の
種
を

ま
く
た
め
に
男
に
挑
み
か
か
る
と
い
う
、
次
第
に
一
種
ふ
し
ぎ
な
魔

女
的
性
格
を
あ
ら
わ
に
し
て
行
く
の
を
見
て
、
私
は
、
こ
の
小
説
は

デ
ガ
ダ
ン
ス
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
悟
っ
た
。
11

ナ
ボ
コ
フ
の
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」「
亡
命
貴
族
」
と
い
っ
た
肩
書
き
も
、
耽

美
や
デ
カ
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
読
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
12
。
訳
書
の
ほ
う
で
ひ
と
つ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
初
版
の

カ
バ
ー
袖
の
著
者
近
影
で
、
ス
ー
ツ
姿
の
典
雅
な
バ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
が
使

わ
れ
て
い
た
点
だ
。
当
然
な
が
ら
、
紳
士
が
き
わ
ど
い
内
容
の
作
品
を
書

く
、
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
告
白
に
は
必
要
だ
っ
た
。

　

刊
行
当
時
『
ロ
リ
ー
タ
』
に
、
耽
美
主
義
と
な
ら
ん
で
あ
て
が
わ
れ
た

の
は
告
白
小
説
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
っ
た
。『
ロ
リ
ー
タ
』
と
い
う
小

『青い花』表紙



日本人はナボコフをどう読んできたか

7

説
は
、
弁
護
士
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
獄
中
死
し
た
ハ
ン
バ
ー

ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
の
遺
言
に
従
っ
て
、
そ
の
原
稿
を
死
後
刊
行
し
た
も
の

と
い
う
説
明
が
序
文
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
原
稿
は
「
ロ
リ
ー
タ
、
あ
る

い
は
あ
る
白
人
男
や
も
め
の
告
白
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
草
稿
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
を
合
理
的
に
世
に
出
す
た
め
の
し
か
け
だ

が
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の

序
文
が
収
録
さ
れ
、
最
終
的
に
世
に
出
た
（
ナ
ボ
コ
フ
の
本
と
し
て
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）

タ
イ
ト
ル
は
あ
く
ま
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
ロ
リ
ー
タ

0

0

0

0

』
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

大
久
保
は
解
説
で
こ
の
点
を
と
り
ち
が
え
、「
ア
メ
リ
カ
の
四
つ
の
出

版
社
に
こ
の
原
稿
を
持
ち
こ
ん
で
、
み
な
こ
と
わ
ら
れ
、
翌
五
五
年
八
月

に
、
よ
う
や
く
パ
リ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
の
手
で
陽
の
目
を
見
た
。

『
ロ
リ
ー
タ
、
あ
る
い
は
、
あ
る
白
人
の
男
の
や
も
め
の
告
白
』
と
題
し

て
刊
行
さ
れ
た
の
が
そ
の
小
説
で
あ
る
」
と
読
者
に
誤
っ
た
説
明
を
し
て

し
ま
っ
て
い
る
13
。
他
方
で
、
ナ
ボ
コ
フ
自
身
が
ア
メ
リ
カ
の
パ
ッ
ト
ナ

ム
版
に
つ
け
た
本
来
の
作
者
あ
と
が
き
「『
ロ
リ
ー
タ
』
と
題
す
る
本
に
つ

い
て
」
が
、
こ
の
翻
訳
で
は
割
愛
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
誤
解
を
招

く
要
因
に
な
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
読
者
に
は
小
説
が
（
作
家
の
）
一
種
の
性
的

な
告
白
だ
と
受
け
と
っ
た
も
の
も
い
た
。
実
際
に
、
上
巻
刊
行
後
に
『
週

刊
読
書
人
』
に
寄
せ
た
書
評
で
小
説
家
の
小
島
信
夫
は
、『
ロ
リ
ー
タ
』
を

「
四
十
男
の
告
白
小
説
」
だ
と
し
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
小
島
の
こ
の
用
語

の
使
い
方
は
や
や
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
は
小
島
は
、
ハ
ン

バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
の
小
児
性
愛
を
、「
ど
の
男
に
も
そ
う
い
っ
た
も

の
は
ひ
そ
ん
で
い
」
て
、「
精
神
的
に
は
非
常
に
健
康
な
感
じ
方
」
だ
と
し

て
男
性
一
般
の
傾
向
に
（
勝
手
に
）
普
遍
し
た
う
え
で
、「
告
白
」
だ
と
し

た
か
ら
だ
14
。

こ
う
し
た
解
説
や
批
評
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
九
六
〇
年

時
点
の
広
告
で
『
ロ
リ
ー
タ
』
が
「
エ
ロ
か
芸
術
か
。
全
世
界
を
震
撼
さ

せ
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
告
白
」
と
宣
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
15
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
小
説
の
語
り
手
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
と
作
者
の
ウ
ラ

ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
が
（
お
そ
ら
く
は
意
図
的
に
）
混
同
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
は
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
は
な
い
し
、『
ロ
リ
ー

タ
』
は
ナ
ボ
コ
フ
の
伝
記
的
な
事
実
を
も
と
に
し
た
小
説
で
は
な
い
。
し

か
し
、『
ロ
リ
ー
タ
』
が
ナ
ボ
コ
フ
自
身
の
欲
望
や
経
験
を
投
影
し
た
私

小
説
だ
と
い
う
「
誤
読
」
は
、
い
ま
も
非
常
に
根
深
い
も
の
が
あ
る
と
言

え
る
。

３
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
化
と
『
マ
グ
ダ
』
の
刊
行

こ
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
初
版
の
販
売
部
数
は
、
一
九
五
九
年
二
月
の
上
巻

の
発
売
か
ら
、
一
九
六
一
年
末
ま
で
の
約
三
年
間
で
、
上
下
巻
合
わ
せ
て

累
計
十
二
万
部
に
達
し
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
翻
訳
文
芸
書
と
し
て
は

突
出
し
た
売
れ
行
き
だ
が
、
百
万
部
を
超
す
よ
う
な
「
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」

で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
ほ
か
の
文
芸
書
と
比
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
日
本
の

一
九
五
九
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
九
五
九
年
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に
刊
行
さ
れ
た
『
ロ
リ
ー
タ
』
上
巻
は
、
同
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト

の
十
三
位
に
は
い
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
同
年
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
ボ
リ

ス
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ 

１
』（
原
子
林
二
郎
訳
、

時
事
通
信
社
）
の
四
位
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。

実
は
、
本
国
の
ア
メ
リ
カ
で
も
事
情
は
似
て
い
た
。
一
九
五
八
年
八
月

か
ら
五
九
年
夏
ま
で
の
一
年
間
の
ア
メ
リ
カ
で
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
売
り

上
げ
は
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
版
な
ど
を
ふ
く
め
て
も
二
十
八
万
部
だ
っ
た
。

『
ロ
リ
ー
タ
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト
に
も
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
が
、
パ

ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
』
の
英
訳
が
五
九
年
九
月
半
ば

に
刊
行
さ
れ
る
と
、
一
〇
月
に
は
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
、
リ
ス
ト
上
で
『
ジ
バ
ゴ
』
に
抜
か
れ
て
し
ま

っ
た
16
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
最
終
的
な
販
売
部
数
は
、
日
本

で
も
欧
米
で
も
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
』
の
比
で
は
な
い
。
一
説
に
よ
れ

ば
、『
ロ
リ
ー
タ
』
は
全
世
界
で
現
在
ま
で
五
千
万
部
を
売
り
上
げ
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
商
品
と
し
て
の
特
徴
と
は
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
以
上
に
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
、
河
出
書
房
新
社
は
七
〇
年
代
ま
で
、
く
り
か
え
し
こ
の
ヒ
ッ
ト
商

品
を
再
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

直
接
の
再
利
用
で
は
な
い
が
、
河
出
書
房
新
社
は
、
一
九
六
〇
年
一
二

月
に
は
早
く
も
「
二
匹
目
の
ど
じ
ょ
う
」
を
ね
ら
っ
て
、『
マ
グ
ダ
』
の
翻

訳
を
刊
行
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
こ
の
ナ
ボ
コ
フ
二
冊
目
の
邦
訳
書
は
、

あ
ら
ゆ
る
点
で
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
出
版
戦
略
の
成
功
が
ひ
き
つ
が
れ
て
い

た
。原

題
の
『
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
』
か
ら
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
の
『
マ

グ
ダ
』
へ
と
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
、
訳
者
あ
と
が
き
で
も
「『
ロ
リ
ー
タ
』

の
原
型
」
と
い
う
枠
組
み
を
強
調
す
る
17
。
ま
た
広
告
で
も
「
十
六
歳
の

少
女
と
四
十
男
が
奏
で
る
「
痴
人
の
愛
」
の
エ
レ
ジ
ー
！
」
と
し
て
、
谷

崎
潤
一
郎
と
の
類
似
を
示
唆
す
る
18
。
装
丁
も
、
ふ
た
た
び
東
郷
青
児
が

担
当
し
た
。

現
在
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
翻
訳
が
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
重
訳
で
あ

る
点
19
、『
マ
グ
ダ
』
を
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
直
接
の
原
型
と
見
な
す
に
は
無

理
が
あ
る
点
20
、
原
書
の
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
す
る
小
説
の
し
か
け
へ
の
配

慮
も
な
い
点
な
ど
21
、
こ
の
翻
訳
に
は
粗
も
め
だ
つ
。
し
か
し
、
出
版
社

『マグダ』初版表紙
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側
か
ら
す
れ
ば
、
ヒ
ッ
ト
商
品
が
売
れ
て
い
る
う
ち
に
迅
速
に
類
似
商
品

を
市
場
に
提
供
す
る
の
は
理
に
か
な
っ
た
行
動
だ
ろ
う
。

４
、『
ロ
リ
ー
タ
』
映
画
化
と
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
版

他
方
で
、『
ロ
リ
ー
タ
』『
マ
グ
ダ
』
と
つ
づ
く
東
郷
青
児
の
描
く
耽
美

的
で
い
た
い
け
な
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
六
二
年
に
は
交
代
を
せ
ま
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
六
月
に
ス
タ
ン
リ
ー
・

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
に
よ
る
映
画
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
が
米
国
で
公
開
さ

れ
た
こ
と
だ
。
こ
の
映
画
は
九
月
に
は
早
く
も
日
本
で
封
切
ら
れ
た
。

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
版
の
映
画
で
ロ
リ
ー
タ
を
演
じ
た
ス
ー
・
リ
オ
ン
の
、

ハ
ー
ト
型
の
眼
鏡
を
か
け
、
ロ
リ
ポ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
く
わ
え
た

ス
チ
ー
ル
写
真
を
記
憶
し
て
い
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
は
こ
の
写
真
は
、

純
粋
に
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
た
め
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
映
画
本
編
で
は

一
切
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
ス
ー
・
リ
オ
ン
の
小
悪
魔
的
少

女
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
の
広
告
で
も
使
わ
れ
て
流
布
す
る
こ
と
で
、
東

郷
青
児
の
ロ
リ
ー
タ
像
を
塗
り
か
え
て
い
っ
た
。

日
本
で
の
映
画
公
開
の
三
か
月
後
の
一
九
六
二
年
一
二
月
に
『
ロ
リ
ー

タ
』
は
、
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
一
冊
と
し

て
再
刊
行
さ
れ
た
。
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
版
で
は
、
表
紙
も
映
画
版

『
ロ
リ
ー
タ
』
の
例
の
写
真
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
口
絵

に
も
主
演
の
ス
ー
・
リ
オ
ン
の
グ
ラ
ビ
ア
が
モ
ノ
ク
ロ
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
ピ
ン
ク
の
地
に
水
色
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
が
映
え
る
装
丁
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
の
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
原
弘
だ
っ
た
。
原
弘
は

六
四
年
の
東
京
五
輪
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
。

初
版
で
十
八
頁
あ
っ
た
「
解
説
」
は
、
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
版
で

は
四
頁
の
「
あ
と
が
き
」
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
の
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク

ス
版
の
簡
潔
な
「
あ
と
が
き
」
は
、
後
述
す
る
六
七
年
の
「
人
間
の
文
学
」

版
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。
他
方
で
作
者
あ
と
が
き
の
「『
ロ
リ
ー
タ
』
と
題
す

る
書
物
に
つ
い
て
」
は
掲
載
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
作
者

不
在
で
「
ロ
リ
ー
タ
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
流
通
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

河出ペーパーバックス版
『ロリータ』表紙
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か
る
。

『
ロ
リ
ー
タ
』
が
は
い
っ
た
河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
「E

sp
rit

の
あ

る
編
集
、E

legan
t

な
装
本
、E

co
n
o
m

ical

な
価
格
」
を
う
た
っ
た
ソ
フ

ト
カ
バ
ー
の
廉
価
版
の
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。
こ
の
新
シ
リ
ー
ズ
の
創
刊
は
、

当
時
、
光
文
社
の
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
新
書
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

ぞ
く
ぞ
く
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
背
景
も
あ
る
だ
ろ
う
。

新
書
よ
り
も
判
型
こ
そ
や
や
大
型
だ
が
、
こ
の
河
出
版
新
書
の
シ
リ
ー
ズ

は
、
百
冊
ま
で
刊
行
さ
れ
、
外
国
文
学
か
ら
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
自
社

の
文
藝
賞
受
賞
作
ま
で
幅
広
く
収
録
し
た
。

５
、「
人
間
の
文
学
」
と
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス

河
出
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
版
の
刊
行
か
ら
五
年
後
の
一
九
六
七
年
、

『
ロ
リ
ー
タ
』
は
シ
リ
ー
ズ
「
人
間
の
文
学
」
に
再
度
再
録
さ
れ
た
。「
人

間
の
文
学
」
は
、『
カ
ー
マ
・
ス
ー
ト
ラ
』、
レ
ア
ー
ジ
ュ
『
オ
ー
嬢
の
物

語
』
な
ど
古
今
の
官
能
文
学
を
あ
つ
め
た
シ
リ
ー
ズ
で
、
一
九
六
五
年
か

ら
一
九
六
七
年
に
か
け
て
三
〇
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
中
田
耕
治
や
植
草
甚

一
も
選
書
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
装
丁
や
挿
画
に
も
力

を
い
れ
て
い
た
。
第
一
弾
は
、
ジ
ョ
ン
・
ク
レ
ラ
ン
ド
の
『
フ
ァ
ニ
ー
・

ヒ
ル
』
だ
っ
た
が
、
そ
の
表
紙
と
挿
絵
を
つ
と
め
た
の
は
東
郷
青
児
だ
っ

た
。こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
た
め
に
河
出
書
房
新
社
に
入
社
し
た
の
が
、
翻
訳
家

の
青
木
日
出
夫
（
一
九
三
六
―
二
〇
〇
六
）
だ
っ
た
。
青
木
の
証
言
に
よ

れ
ば
、「
人
間
の
文
学
」
の
シ
リ
ー
ズ
構
成
を
考
え
る
上
で
、
編
集
側
は

フ
ラ
ン
ス
の
出
版
社
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
の
刊
行
物
を
参
考
に
し
た
と

い
う
22
。
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
は
、
性
の
解
放
を
名
目
に
、
エ
ロ
チ
ッ

ク
な
書
籍
や
前
衛
文
学
を
刊
行
し
て
い
た
出
版
社
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ

ー
『
北
回
帰
線
』
の
よ
う
な
米
国
国
内
で
は
摘
発
を
恐
れ
て
出
版
で
き
な

い
出
版
物
も
刊
行
し
て
い
た
。
ナ
ボ
コ
フ
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
も
、
ア
メ
リ

カ
の
出
版
社
に
断
ら
れ
た
あ
と
、
一
九
五
五
年
に
同
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
青
木
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
ミ

ラ
ー
の
「
二
〇
世
紀
の
文
学
に
残
さ
れ
た
最
大
の
テ
ー
マ
は
性
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
ば
の
元
に
、
そ
の
思
想
を
六
十
年
代
の
日
本
で
再
現
す
る
こ

と
だ
っ
た
23
。
実
際
「
人
間
の
文
学
」
に
は
、
ミ
ラ
ー
や
ナ
ボ
コ
フ
以
外

に
も
、
バ
ロ
ウ
ズ
『
裸
の
ラ
ン
チ
』、
ド
ン
レ
ヴ
ィ
ー
『
赤
毛
の
男
』、
ハ

イ
ム
ズ
『
ピ
ン
ク
・
ト
ウ
』
な
ど
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
の
刊
行
物
が
多

く
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
五
十
年
代
末
に
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
と
し
て
日

本
に
輸
入
さ
れ
た
『
ロ
リ
ー
タ
』
が
、
六
十
年
代
中
ご
ろ
に
な
っ
て
最
初

の
出
版
元
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ
て
受

容
さ
れ
な
お
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
性
」
を
軸
に
し
た

受
容
な
の
で
今
と
な
っ
て
は
違
い
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
当
初
は
ス
キ
ャ

ン
ダ
ラ
ス
な
読
み
物
だ
っ
た
の
が
、「
人
間
の
文
学
」
で
は
先
祖
返
り
し

て
（
少
な
く
と
も
名
目
上
は
）
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
学
作
品
と
し
て
の

体
裁
を
与
え
ら
れ
な
お
し
た
こ
と
に
な
る
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
後
追
い
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
マ
グ
ダ
』
も
、
こ
の
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新
し
い
枠
組
み
の
下
で
、
一
九
六
七
年
一
月
に
『
マ
ル
ゴ
』
と
し
て
新
訳

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
画
と
挿
絵
を
担
当
し
た
の
は
、
少
女
画
で
知

ら
れ
る
洋
画
家
の
織
田
廣
喜
だ
っ
た
。
訳
者
も
川
崎
か
ら
当
時
英
文
学
者

と
し
て
売
り
出
し
中
だ
っ
た
篠
田
一
士
に
変
更
さ
れ
、
翻
訳
の
底
本
も
ナ

ボ
コ
フ
自
身
の
手
に
よ
る
英
訳La

u
gh

ter in
 th

e D
a

rk

に
な
っ
た
24
。

た
だ
し
、
タ
イ
ト
ル
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
の
ま
ま
だ
っ
た
（
仏
訳
版
が
マ

グ
ダ
だ
っ
た
の
に
対
し
、
英
訳
版
の
名
前
マ
ル
ゴ
に
偏
向
さ
れ
た
）。

『
マ
ル
ゴ
』
に
つ
づ
い
て
、『
ロ
リ
ー
タ
』
も
同
年
七
月
に
こ
の
シ
リ

ー
ズ
に
入
っ
た
。
こ
の
「
人
間
の
文
学
」
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
表
紙
に
は
、

「
背
徳
の
美
学
で
全
世
界
を
席
巻
し
た
不
滅
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
!!
」
と
い

う
煽
り
文
句
が
記
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
挿
画
に
起
用
さ
れ
た
の
は
洋
画
家
の
野
見
山

暁
治
だ
っ
た
。
野
見
山
の
手
に
よ
る
表
紙
の
裸
の
女
性
は
、
ロ
ー
テ
ィ
ー

ン
の
少
女
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
豊
満
だ
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
は
、
画
家
に
よ
る
挿
絵
が
随
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
野
見
山
の
挿
絵
は
、
九
点
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
ロ
リ

ー
タ
と
お
ぼ
し
き
ヌ
ー
ド
の
女
性
を
描
い
た
線
画
だ
が
、
挿
絵
が
置
か
れ

て
い
る
箇
所
の
小
説
の
内
容
に
ま
っ
た
く
対
応
し
て
お
ら
ず
、
退
廃
を
通

り
こ
し
て
不
気
味
な
印
象
す
ら
受
け
る
。

６
、
丸
谷
才
一
の
誤
訳
指
摘

「
人
間
の
文
学
」
版
の
刊
行
と
前
後
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
河
出
書
房

新
社
に
よ
る
一
連
の
ナ
ボ
コ
フ
の
出
版
の
さ
れ
か
た
に
異
議
を
唱
え
た
の

が
、
作
家
・
文
学
者
の
丸
谷
才
一
だ
っ
た
。
丸
谷
才
一
が
、
い
か
に
ナ
ボ

コ
フ
を
自
分
の
文
学
表
現
の
な
か
に
と
り
こ
み
、
血
肉
と
し
て
い
っ
た
か

に
つ
い
て
は
す
で
に
別
の
場
所
で
書
い
た
の
で
、
く
わ
し
く
は
と
り
あ
げ

な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
誤
訳
指
摘
と
、
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
六
六
年
、『
展
望
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
文
学
の
な
か
の
世

界
文
学
」
と
題
し
た
評
論
で
丸
谷
は
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
訳
文
を
、
具
体
的

に
例
を
あ
げ
て
批
判
し
た
。
丸
谷
に
よ
る
批
判
箇
所
は
、
第
一
部
第
五
節

の
、
語
り
手
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
に
よ
る
「
模
倣
詩
」
の
一
節
だ
。

こ
こ
で
、
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
は
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
「
ゲ

人間の文学版『ロリータ』表紙
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ロ
ン
チ
ョ
ン
」
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
用
い
て
い
る
。

…
…
ク
ル
プ
の
女
が

き
び
す
を
か
え
し
て
ド
ア
に
手
を
や
る
だ
ろ
う
。

私
は
彼
を
追
う
ま
い
。

フ
レ
ス
カ
を
も
。

あ
の
詐
欺
師
を
も
。

『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
に
あ
て
た
キ
ー
ツ
の
書
簡
の
な
か
の

プ
ル
ー
ス
ト
論
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
私
の
小
論
は
、
そ
れ
を
読
ん

だ
数
人
の
学
者
を
苦
笑
さ
せ
た
。25

こ
の
訳
文
に
は
、
実
際
に
キ
ー
ツ
が
プ
ル
ー
ス
ト
を
読
ん
で
い
た
と
い
う

時
代
錯
誤
や
、
彼
・
彼
女
の
と
り
ち
が
い
な
ど
誤
り
が
多
い
が
、
丸
谷
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
訳
者
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。

ぼ
く
が
ぜ
ひ
と
も
咎
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
翻
訳
者
が
「
パ

ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
」
を
「
模
倣
詩
」
と
訳
し
て
い
な
が
ら
、
し
か
し
こ

の
詩
が
誰
を
模
倣
し
た
の
か
、
註
を
つ
け
て
い
な
い
（
も
ち
ろ
ん
訳

詩
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
）

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
言
え
ば
読
者
は
、
ぼ
く
が
些
末
な
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ぼ
く
は
、
こ
の
『
ロ

リ
ー
タ
』
と
い
う
作
品
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
事
柄
を
問
題
に
し
て

い
る
の
だ
。
ま
た
、
あ
る
い
は
読
者
は
、
ぼ
く
が
文
学
趣
味
に
淫
し

て
い
る
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
長
編
小
説
は
そ
れ

自
体
、
文
学
趣
味
に
淫
し
た
作
品
、
つ
ま
り
、
こ
の
詩
を
読
ん
で
す

ぐ
初
期
の
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
の
パ
ロ
デ
ィ
だ
と
判
る
読
者
を
対
象
に

し
て
書
か
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。26

丸
谷
が
非
難
し
て
い
る
の
は
、
誤
訳
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
訳
者
が
（
詩

の
元
ネ
タ
が
エ
リ
オ
ッ
ト
だ
と
）「
註
を
つ
け
て
い
な
い
」
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
あ
た
り
に
、
丸
谷
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
も
と
で
読
も
う
と
い
う
強
い
意
志
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

逆
に
言
え
ば
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
や
、
キ
ー
ツ
や
プ
ル
ー
ス
ト
と
い
っ
た

西
洋
文
学
の
教
養
が
な
い
人
間
に
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
は
本
当
に
は
理
解
で

き
な
い
と
、
丸
谷
は
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。
同
時
に
、
す
で
に
見
た
よ
う

な
、
語
り
手
の
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
と
作
者
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

ナ
ボ
コ
フ
を
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
私
小
説
や
「
告
白
小
説
」
か

ら
く
る
読
み
方
を
批
判
し
た
。

こ
の
あ
と
も
丸
谷
は
、『
ユ
リ
イ
カ
』
一
九
七
一
年
八
月
号
「
特
集
＝
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
」
の
篠
田
と
の
対
談
で
も
、「『
ロ
リ
ー
タ
』
が

エ
ロ
」
だ
と
い
う
「
週
刊
誌
的
知
識
」
で
輸
入
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
て

い
る
、
そ
こ
で
丸
谷
は
一
九
六
七
年
の
「
人
間
の
文
学
」
版
で
も
自
分
が

指
摘
し
た
ま
ち
が
い
が
修
正
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
河
出
書
房
新
社
の

編
集
者
を
非
難
し
、「『
ロ
リ
ー
タ
』
の
日
本
語
訳
っ
て
の
は
、
読
ん
じ
ゃ

い
け
な
い
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
27
。
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同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
丸
谷
の
誤
訳
指
摘
は
、
あ
る
種
の
排
除
の
構
造

も
も
っ
て
い
た
。

あ
の
人
た
ち
﹇
日
本
の
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
者
﹈
に
は
、
そ
ん
な
こ

と
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
よ
。
そ
り
ゃ
わ
か
っ
て
る
人
も
少
し
は
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
大
半
の
と
こ
ろ
は
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
ね
。

だ
っ
て
、
国
民
文
学
の
枠
の
な
か
で
し
か
頭
が
動
か
な
い
と
き
、
ナ

ボ
コ
フ
が
わ
か
る
は
ず
な
い
よ
。28

ジ
ョ
イ
ス
学
者
丸
谷
の
、
国
境
を
越
え
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
普
及
さ
せ
た
い

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
大
久
保
ら
一
部
の
訳
者
は
、
ア
メ
リ
カ
文
学
と
い

う
枠
内
か
ら
ナ
ボ
コ
フ
を
読
ん
で
い
な
い
よ
う
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実

際
、
こ
の
一
九
七
一
年
の
『
ユ
リ
イ
カ
』
の
ナ
ボ
コ
フ
特
集
の
執
筆
陣
に

は
、
の
ち
に
触
れ
る
大
津
栄
一
郎
以
外
は
、
ア
メ
リ
カ
文
学
者
は
ふ
く
ま

れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
あ
る
時
期
ま
で
は
、
富
士
川
義
之
、
加
藤
光
也
、

出
淵
博
と
い
っ
た
英
文
学
者
が
ナ
ボ
コ
フ
の
訳
者
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

７
、
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
文
学
、
河
出
海
外
小
説
選

一
九
七
四
年
九
月
、『
ロ
リ
ー
タ
』は「
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
文
学
」シ
リ
ー

ズ
の
一
冊
と
し
て
み
た
び
再
刊
さ
れ
た
。
こ
の「
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
文
学
」

も
、「
人
間
の
文
学
」
同
様
に
力
が
は
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

収
録
さ
れ
た
作
品
は
、ス
ラ
ヴ
系
の
作
家
が
多
か
っ
た
が
、ブ
ー
ニ
ン
『
ア

ル
セ
ー
ニ
エ
フ
の
青
春
』
の
よ
う
な
初
訳
作
品
や
、
ヤ
セ
ン
ス
キ
ー
『
無

関
心
な
人
々
の
共
謀
』、
シ
ン
ガ
ー
『
奴
隷
』
の
よ
う
な
新
訳
や
改
訳
作

品
も
含
ま
れ
て
い
た
。

シ
リ
ー
ズ
に
は
、「
追
放
と
亡
命
の
暗
い
淵
か
ら
錯
迷
の
現
代
を
照
射

す
る
！
」
と
い
っ
た
惹
句
が
つ
け
ら
れ
、
投
げ
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
埴
谷
雄
高
、
開
高
健
、
五
木
寛
之
と
い
っ
た
作
家
が
推
薦
文
を
寄
せ

た
。
い
ま
ま
で
の
官
能
文
学
路
線
か
ら
、
暗
く
、
重
い
、
シ
リ
ア
ス
な
文

学
（
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ロ
シ
ア
文
学
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
）
の
イ
メ
ー

ジ
に
大
き
く
舵
を
と
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
の
説
明
文

で
は
、「
亡
命
」
や
「
母
国
語
﹇
を
﹈
捨
て
る
こ
と
」
と
い
っ
た
、
七
十
年

代
以
降
の
ナ
ボ
コ
フ
批
評
を
彩
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
使
わ
れ
て
い
た
29
。

こ
の
新
し
い
枠
組
み
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
本
来
の
あ
と
が
き
で
あ
る

ナ
ボ
コ
フ
に
よ
る
自
著
解
説
「『
ロ
リ
ー
タ
』
に
つ
い
て
」
が
邦
訳
に
収
録

さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
い
く
ら
で
も
思
い
の
ま
ま
に
使
い
こ
な
せ
る
ロ
シ
ヤ

語
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
「
個
人
的
な
悲
劇
」
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
30
、
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
趣
旨
に
も
一
致
し
て
い
る
。

装
丁
も
、
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
、
は
じ
め
て
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が

い
っ
さ
い
使
わ
れ
な
い
形
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
内
容
紹
介

が
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
教
養
と
洗
練
さ
れ
た
趣
味
の
持
ち
主
で
あ
る
中
年
男

ハ
ン
バ
ー
ト
、
コ
ー
ラ
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
大
好
き
な
十
二
歳
の
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美
し
い
ア
メ
リ
カ
娘
ロ
リ
ー
タ
。
こ
の
二
人
の
間
に
お
こ
る
は
ず
の

な
い
愛
の
葛
藤
が
生
じ
、
男
は
小
娘
の
蠱
惑
的
な
手
管
に
翻
弄
さ
れ

つ
つ
背
徳
の
情
事
に
お
ぼ
れ
、
つ
い
に
は
殺
人
を
犯
す
。
二
つ
の
異

質
な
世
界
の
出
会
い
と
相
克
の
ド
ラ
マ
、
パ
ロ
デ
ィ
、
造
語
、
地
口
、

本
歌
取
り
な
ど
文
学
的
技
法
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
繊
細
華
麗
に
展

開
す
る
言
語
芸
術
の
粋

パ
ロ
デ
ィ
、
造
語
、
地
口
、
本
歌
取
り
…
…
こ
う
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
し

め
す
イ
メ
ー
ジ
は
、
明
ら
か
に
丸
谷
の
主
張
そ
の
ま
ま
の
『
ロ
リ
ー
タ
』

像
で
あ
り
、
ナ
ボ
コ
フ
像
だ
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
文
学
」
版
は
わ
ざ
わ
ざ
「
改
訳
決

定
版
」
と
銘
打
た
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
、
丸
谷
の
抗
議
が
反
映
さ
れ
た

痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
だ
っ
て
の
丸
谷
が
指
摘
し
た
誤
訳
箇
所

は
、
ほ
ぼ
指
摘
ど
お
り
に
改
訳
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

…
…
フ
ォ
ン
・
ク
ル
プ
嬢
は

ド
ア
に
手
を
か
け
て
振
り
む
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
は
彼
女
を
追
っ
た
り
は
し
ま
い
。
フ
レ
ス
カ
を
も
。

あ
の
か
も
め
を
も
。（
こ
れ
は
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
有
名

な
詩
「
ゲ
ロ
ン
チ
ョ
ン
」
の
一
部
を
も
じ
っ
た
も
の
）

『
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
に
あ
て
た
キ
ー
ツ
の
書
簡
の
な
か
の

プ
ル
ー
ス
ト
的
主
題
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
私
の
小
論
を
読
ん
だ
数

人
の
学
者
は
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
ク
ス
ク
ス
笑
っ
た
。31

こ
の
よ
う
に
一
九
七
四
年
の
「
改
訳
決
定
版
」
の
「
改
訳
」
で
は
、
訳
文
が

見
な
お
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
的
な
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
へ
の

注
が
増
え
て
い
る
32
。
ま
た
、
原
書
で
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
わ
れ
て
い
る
箇

所
は
、
日
本
語
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
発
音
の
ル
ビ
を
ふ
る
な
ど
の
処
置
が
と

ら
れ
た
。

そ
の
後
、『
ロ
リ
ー
タ
』
は
一
九
七
七
年
に
「
河
出
海
外
小
説
選
」
に
は

い
っ
た
。
最
後
の
河
出
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
が
収
録
さ
れ
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ

に
は
、「
現
代
海
外
小
説
の
流
れ
を
如
実
に
示
す
必
読
傑
作
シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
、
平
野
甲
賀
に
よ
る
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
の
瀟
洒
な
装
丁
に
、
加
納
光

於
の
表
紙
画
が
使
わ
れ
て
い
た
。

エトランジェの文学版『ロリータ（改
訳決定版）』表紙
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ビ
ュ
ト
ー
ル
や
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ
の
よ
う
な
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
や
、

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
、
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
の
の
よ
う
な
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
と
な

ら
ん
で
『
ロ
リ
ー
タ
』
が
は
い
っ
た
の
は
、
六
十
年
代
後
半
か
ら
七
十
年

代
に
か
け
て
ナ
ボ
コ
フ
の
作
品
が
、
河
出
書
房
新
社
以
外
の
出
版
社
か
ら

も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海
外
の
同
時
代
文
学
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ナ
ボ
コ
フ
は
七
七
年
の
没
後
以
降
も
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
訳
書
が
出
る
作
家
と
し
て
日
本
に
定
着
し
た
33
。

一
九
八
〇
年
、
大
久
保
康
雄
訳
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
は
、
新
潮
文
庫
に
お

さ
め
ら
れ
た
（
挿
画
は
文
月
信
）34
。
日
本
を
代
表
す
る
文
芸
出
版
社
で

あ
る
新
潮
社
は
そ
れ
ま
で
に
、
複
数
の
ナ
ボ
コ
フ
作
品
を
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

で
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
文
庫
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
版
元

に
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
庫
化
の
さ
い
に
も
『
ロ

リ
ー
タ
』
の
翻
訳
に
は
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

８
、
若
島
・
大
津
論
争

こ
こ
で
、
九
〇
年
代
前
半
に
お
こ
っ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
翻
訳
を
め
ぐ

る
事
件
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
発
端
は
、
一
九
九
二
年
一
一
月
号

の
『
翻
訳
の
世
界
』
誌
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
改
訳
し
た
い
10
大
翻
訳
」
に
、
当

時
京
都
大
学
助
教
授
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
文
学
者
の
若
島
正
が
寄
せ
た
文
章

だ
っ
た
。
若
島
は
改
訳
し
た
い
小
説
と
し
て
、
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン

『
第
三
の
男
』（
小
津
次
郎
訳
）、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
『
南
回
帰
線
』（
大

久
保
康
雄
訳
）、
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
『
カ
ッ
プ
ル
ズ
』（
宮
本
陽
吉

訳
）
な
ど
十
作
品
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
中
に
ナ
ボ
コ
フ
の
作
品
も
い
く
つ

か
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
『
賜
物
』
の
大
津
栄
一
郎
訳
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
引
用
す
る
。

原
文
と
読
み
比
べ
る
と
、
明
ら
か
な
誤
訳
が
数
多
く
そ
の
ま
ま
初
版

か
ら
﹇
九
二
年
刊
行
の
文
庫
本
に
も
﹈
生
き
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

結
構
、
ナ
ボ
コ
フ
を
読
む
お
も
し
ろ
さ
と
直
結
す
る
箇
所
だ
け
に
、

残
念
。﹇
中
略
﹈
大
津
氏
の
文
章
は
ナ
ボ
コ
フ
の
感
性
と
し
っ
く
り

合
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
し
、
な
ん
と
か
ナ
ボ
コ
フ
の
亡
命
時
代
の

最
高
傑
作
と
評
価
の
高
い
こ
の
小
説
を
さ
ら
に
良
い
も
の
に
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。35

河出海外小説選版『ロリータ』表紙
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そ
れ
に
対
し
て
、
明
治
学
院
大
学
教
授
の
ア
メ
リ
カ
文
学
者
、
大
津
は
若

島
と
電
話
と
手
紙
で
や
り
と
り
を
し
た
あ
と
で
、
同
誌
一
九
九
三
年
三
月

号
に
寄
稿
し
て
反
論
を
お
こ
な
っ
た
。

私
信
で
若
島
氏
に
誤
訳
の
箇
所
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
頼
ん
だ
。

﹇
中
略
﹈
し
ば
ら
く
時
が
あ
っ
て
﹇
中
略
﹈
第
一
章
に
つ
い
て
八
十
六

箇
所
の
誤
訳
が
指
摘
し
て
あ
っ
た
。﹇
中
略
﹈
こ
の
程
度
の
読
み
か

た
を
す
る
人
間
に
改
訳
す
べ
き
小
説
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
の

で
は
た
ま
ら
な
い
と
思
っ
た
。
若
島
氏
が
指
摘
す
る
「
誤
訳
」
の
箇

所
は
大
部
分
が
若
島
氏
の
方
の
語
訳
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈

若
島
氏
の
誤
訳
は
、
引
用
例
か
ら
も
推
測
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
だ
い
た
い
「
深
読
み
」
の
結
果
の
誤
訳
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
お

そ
ら
く
、
ナ
ボ
コ
フ
は
想
像
や
言
葉
の
遊
び
の
作
家
で
あ
る
と
い
う

予
断
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
『
賜
物
』
は
ひ
た
む
き
な
、
ひ
た
す
ら

な
小
説
で
、
若
島
氏
が
誤
訳
と
す
る
箇
所
は
ど
れ
も
こ
の
作
品
の
本

質
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
こ
と
で
あ
る
。
若
島
氏
に
は
最
後
ま
で

読
ん
で
、
全
体
的
に
ナ
ボ
コ
フ
の
悲
し
み
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。36

大
津
は
上
記
の
よ
う
に
述
べ
て
、
若
島
が
送
っ
て
き
た
「
誤
訳
」
の
例
を

い
く
つ
か
と
り
あ
げ
、
反
論
を
お
こ
な
っ
た
。
な
お
、
若
島
は
こ
の
時
点

で
ナ
ボ
コ
フ
に
つ
い
て
の
論
文
は
発
表
し
て
い
た
が
、
翻
訳
は
手
が
け
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
津
は
訳
書
も
多
く
、
ナ
ボ
コ
フ
だ
け
に

限
っ
て
も
『
賜
物
』
の
ほ
か
に
『
絶
望
』、『
ナ
ボ
コ
フ
自
伝
―
記
憶
よ
、

語
れ
』
を
発
表
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
若
島
は
、
一
九
九
三
年
に
刊
行
し
た
単
著
『
乱
視
読
者

の
冒
険
―
奇
妙
キ
テ
レ
ツ
現
代
文
学
ラ
ン
ド
ク
講
座
』
の
な
か
で
、「
ナ

ボ
コ
フ
と
翻
訳
」
と
い
う
文
章
を
書
き
お
ろ
し
、
指
摘
し
た
「
誤
訳
」
箇

所
の
原
文
を
と
り
あ
げ
て
詳
細
に
検
討
し
た
う
え
で
、
ナ
ボ
コ
フ
の
翻
訳

観
も
参
照
し
な
が
ら
大
津
に
再
反
論
し
た
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
が
も
し
ナ
ボ
コ
フ
の
小
説
で
な
い
な
ら
ば
、
あ
え

て
誤
訳
だ
と
言
う
気
は
な
い
。
た
し
か
に
大
津
氏
の
訳
は
そ
の
と
お

り
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ナ
ボ
コ
フ
の
小
説
な
ら
ば
ぜ
ひ
急
所

の
部
分
は
直
訳
し
て
も
ら
い
た
い
。﹇
中
略
﹈
テ
ク
ス
ト
の
言
葉
の

中
に
こ
そ
作
者
の
真
の
魂
が
宿
り
、
そ
れ
を
可
能
な
か
ぎ
り
直
接
に

伝
え
る
の
が
翻
訳
者
の
使
命
だ
と
い
う
の
が
、
ナ
ボ
コ
フ
の
到
達
し

た
揺
る
ぎ
な
い
翻
訳
観
な
の
だ
。
ナ
ボ
コ
フ
を
訳
す
な
ら
、
大
津
氏

に
は
ま
ず
こ
の
ナ
ボ
コ
フ
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ

が
で
き
な
い
の
な
ら
、
ナ
ボ
コ
フ
を
訳
す
資
格
は
な
い
。37

若
島
の
主
張
は
、
大
津
の
よ
う
な
「
こ
な
れ
た
訳
」
で
は
な
く
、
原
著
者

の
翻
訳
観
に
も
と
づ
き
、
字
義
通
り
訳
す
べ
き
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
に
は
双
方
の
ナ
ボ
コ
フ
観
の
衝
突
が
あ
る
。『
ナ
ボ
コ
フ
自
伝
』

も
翻
訳
し
て
い
た
大
津
は
、『
賜
物
』
は
自
伝
的
な
作
品
で
あ
り
、
ナ
ボ

コ
フ
の
作
品
の
本
質
は
作
者
が
体
験
し
た
「
郷
愁
」
に
あ
る
と
し
た
（
こ
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れ
は
大
津
に
よ
る
『
賜
物
』
の
解
説
か
ら
も
明
ら
か
だ
）38
。
あ
る
意
味
で
、

大
津
も
丸
谷
才
一
が
攻
撃
し
た
、
私
小
説
的
な
解
釈
の
枠
組
み
を
導
入
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
若
島
は
ま
ず
テ
ク
ス
ト
の
意
味

を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

ナ
ボ
コ
フ
が
か
く
し
た
「
し
か
け
」
が
、
日
本
人
読
者
に
読
み
と
れ
な
い

と
い
う
理
由
だ
っ
た
。

若
島
の
再
反
論
の
発
表
後
、
大
津
か
ら
の
再
・
再
反
論
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
若
島
は
『
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
』（
一
九
九
九
年
）、『
ナ
ボ
コ
フ
短
篇

全
集　

１
・
２
』（
二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
一
年
、
諫
早
勇
一
、
貝
澤
哉
、
加

藤
光
也
、
杉
田
一
直
、
毛
利
公
美
、
沼
野
充
義
と
共
訳
）、『
透
明
な
対

象
』（
二
〇
〇
二
年
、
中
田
晶
子
と
共
訳
）
と
ナ
ボ
コ
フ
の
邦
訳
を
つ
ぎ
つ

ぎ
と
発
表
し
、
自
分
の
翻
訳
観
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

学
界
で
も
日
本
ナ
ボ
コ
フ
協
会
を
設
立
し
、
ナ
ボ
コ
フ
研
究
を
主
導
し
て

い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

他
方
で
若
島
か
ら
「
ナ
ボ
コ
フ
を
訳
す
資
格
は
な
い
」
と
断
罪
さ
れ
た

大
津
は
、
以
降
ナ
ボ
コ
フ
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
反
論
の
「
も

し
誤
訳
が
あ
っ
た
ら
、
出
版
社
や
読
者
に
対
し
て
申
し
わ
け
が
な
い
の

で
、
絶
版
に
す
る
つ
も
り
だ
」
と
い
う
言
葉
が
関
係
す
る
の
か
ど
う
か
は

さ
だ
か
で
は
な
い
が
39
、『
賜
物
』
自
体
も
再
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

丸
谷
の
批
判
の
際
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
翻
訳
批
判
が
必
然
的
に
一
部
の
訳

者
や
研
究
者
の
排
除
を
生
ん
だ
こ
と
は
注
記
し
て
お
き
た
い
。

９
、『
ロ
リ
ー
タ
』
新
訳
へ

二
〇
〇
五
年
、『
ロ
リ
ー
タ
』
刊
行
五
十
年
の
年
に
、
四
十
六
年
ぶ
り

の
新
訳
と
な
る
若
島
訳
の
新
訳
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
は
出
版
さ
れ
た
。
表
紙

を
飾
っ
た
の
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
カ
ー
ノ
に
よ
る
少
女
の
写
真
で
、
帯

に
は
「
幻
の
美
少
女
な
ど
―
幻
想
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
、
新
訳
版
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
袖
の
作
品
紹
介
を

見
て
み
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
養
豊
か
に
育
っ
た
ハ
ン
バ
ー
ト
・
ハ
ン
バ
ー
ト
は
、

幼
い
こ
ろ
の
最
初
の
恋
で
心
に
傷
を
負
っ
て
い
た
。
理
想
の
ニ
ン
フ

ェ
ッ
ト
を
求
め
な
が
ら
も
、
パ
リ
で
結
婚
す
る
が
失
敗
。
離
婚
を
機

に
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
彼
の
下
宿
先
に
は
、

一
人
の
少
女
が
い
た
。
ロ
リ
ー
タ
。
運
命
の
い
た
ず
ら
か
ら
、
ロ
リ

ー
タ
と
二
人
き
り
と
な
っ
た
ハ
ン
バ
ー
ト
は
、
彼
女
と
と
も
に
車
で

全
米
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
る
―
―
彼
ら
を
追
跡
す
る
、
謎
の
男

が
登
場
す
る
ま
で
は
。

少
女
愛
と
い
う
タ
ブ
ー
に
踏
み
込
ん
だ
が
た
め
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス

な
問
題
作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
一
方
、
本
書
が
幾
多
の
「
謎
」
を

重
層
的
に
含
み
込
む
、
精
密
極
ま
る
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
名
品
で
あ
る

こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
綿
密
な
「
謎
」
ゆ
え
に
、
今
も
な
お
世
界
中
の
読
み
巧
者
た
ち

を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
文
学
の
逸
品
、「
言
葉
の
魔
術
師
」
ナ
ボ
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コ
フ
の
最
高
傑
作
が
、
発
表
50
年
を
経
て
待
望
の
新
訳
。40

パ
ズ
ル
、
謎
、
精
密
…
…
こ
う
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
若
島
に
よ
る
ナ
ボ

コ
フ
観
を
な
ぞ
っ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

で
は
、
新
訳
で
訳
文
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。「
改
訳
し
た
い
10
大
翻

訳
」
に
若
島
は
『
ロ
リ
ー
タ
』
を
い
れ
つ
つ
も
、「
こ
の
翻
訳
を
評
価
し
て

い
」
る
と
も
述
べ
て
い
た
41
。
新
訳
の
際
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
も
そ

の
評
価
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

今
回
、
新
訳
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、
新
潮
文
庫
版
を
ゆ
っ
く
り
読

ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
正
確
な
読
み
が
行
き
届
き
、

し
か
も
日
本
語
と
し
て
こ
な
れ
た
上
質
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
て
驚
い
た
﹇
中
略
﹈。

　

新
潮
文
庫
版
に
あ
え
て
難
点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
こ
な
れ
す
ぎ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
所
で
も
あ
れ

ば
短
所
に
も
な
る
。
こ
な
れ
す
ぎ
る
と
、
つ
っ
か
え
る
と
こ
ろ
が
な

く
て
、
す
ら
す
ら
読
め
て
し
ま
う
。
す
ら
す
ら
読
み
終
わ
っ
て
し
ま

う
と
、
記
憶
に
残
る
の
は
物
語
の
筋
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。42

若
島
訳
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
訳
者
自
身
も
述
べ
て
い
る

と
お
り
、
直
訳
調
（
に
感
じ
ら
れ
る
）
だ
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

読
者
に
原
著
者
が
隠
し
た
「
し
か
け
」
に
気
が
つ
い
て
も
ら
い
た
い
か
ら

だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
詳
細
に
検
討
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
が
、
差
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
丸
谷
が
一
九
六
六
年
に
批
判
し
た
第
一
部
五
章
の

該
当
箇
所
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
こ
の
箇
所
の
若
島
訳
は
以
下
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

…
…
フ
ロ
イ
ラ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ク
ル
プ
は

ド
ア
に
手
を
か
け
、
ふ
り
向
く
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
そ
の
後
に
つ
い
て
い
か
な
い
。
フ
レ
ス
カ
も
。

あ
の
カ
モ
メ
も
＊
。

「
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
宛
の
キ
ー
ツ
の
書
簡
に
お
け
る
プ
ル

ー
ス
ト
的
主
題
」
と
題
す
る
私
の
論
文
は
、
そ
れ
を
読
ん
だ
六
、七

新潮社版『ロリータ』初版表紙
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人
の
学
者
か
ら
お
も
し
ろ
い
と
い
う
評
価
を
受
け
た
。43

河
出
書
房
新
社
の
「
改
訳
決
定
版
」
が
、
割
注
を
入
れ
て
文
学
的
言
及
を

処
理
し
た
の
に
対
し
、
新
訳
で
は
脚
注
の
か
た
ち
で
処
理
さ
れ
て
い
る

（
単
行
本
は
脚
注
、
文
庫
版
は
巻
末
注
）。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
、
本
文

中
の
割
注
で
読
者
の
注
意
を
そ
ら
し
た
く
な
い
と
い
う
訳
者
の
方
針
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

10
、「
問
題
作
」
か
ら
「
古
典
」へ
―
生
き
つ
づ
け
る
『
ロ
リ
ー
タ
』

そ
し
て
単
行
本
の
刊
行
か
ら
一
年
後
、
二
〇
〇
六
年
に
新
訳
『
ロ
リ
ー

タ
』
は
新
潮
文
庫
に
入
っ
た
（
カ
バ
ー
写
真
は
ジ
ャ
ン
ル
ー
・
シ
ー
フ
）。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
五
九
年
か
ら
半
世
紀
近
く
絶
版
に
な
ら
ず
に
再
版
さ

れ
つ
づ
け
て
き
た
大
久
保
訳
は
市
場
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

本
論
の
締
め
く
く
り
に
、
新
旧
の
新
潮
文
庫
の
カ
バ
ー
裏
の
内
容
紹
介
を

比
較
し
て
み
よ
う
。
以
下
が
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
、
四
半
世
紀

の
あ
い
だ
変
わ
ら
な
か
っ
た
大
久
保
版
の
内
容
紹
介
に
な
る
。

ロ
、
リ
ー
、
タ
。
わ
が
生
命
の
と
も
し
び
、
わ
が
肉
の
ほ
む
ら
―
「
い

か
な
る
教モ
ラ
ル訓

も
ひ
き
ず
っ
て
は
い
な
い
」
と
ナ
ボ
コ
フ
が
主
張
す
る

こ
の
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
の
四
つ
の
出
版
社
の
顰ひ
ん
し
ゅ
く蹙を

買
い
、
よ
う

や
く
パ
リ
で
陽
の
目
を
見
た
。
早
熟
な
〝
ニ
ン
フ
ェ
ッ
ト
〞
の
魅
力

に
と
り
憑つ

か
れ
た
中
年
男
の
、
倒
錯
し
た
真
理
と
い
う
主
題
を
得
て

か
ら
、
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
発
表
後
、
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
巻
き
起
し
、
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
問
題
作
。44

こ
の
文
章
が
、
二
〇
〇
六
年
の
若
島
訳
の
新
潮
文
庫
版
で
は
以
下
の
よ
う

に
差
し
替
え
ら
れ
た
。

「
ロ
リ
ー
タ
、
我
が
命
の
光
、
我
が
腰
の
炎
。
我
が
罪
、
我
が
魂
。
ロ
・

リ
ー
・
タ
。
…
」
世
界
文
学
の
最
高
傑
作
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
こ
こ

ま
で
誤
解
多
き
作
品
も
数
少
な
い
。
中
年
男
の
少
女
へ
の
倒
錯
し
た

恋
を
描
く
恋
愛
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
、
ミ
ス
テ
リ
で
あ
り
ロ
ー
ド
・

ノ
ヴ
ェ
ル
で
あ
り
、
今
も
論
争
が
続
く
文
学
的
謎
を
孕
む
至
高
の
存

在
で
も
あ
る
。
多
様
な
読
み
を
可
能
と
す
る
「
真
の
古
典
」
の
、
と

き
に
爆
笑
を
、
と
き
に
涙
を
誘
う
決
定
版
新
訳
。
注
釈
付
。45

ミ
ス
テ
リ
、
ロ
ー
ド
・
ノ
ヴ
ェ
ル
、
謎
…
…
。「
問
題
作
」
か
ら
「
古
典
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
『
ロ
リ
ー
タ
』
は
、
今
後
も
参
照
枠
を
変
え
つ

つ
も
生
き
つ
づ
け
る
の
だ
ろ
う
。

註１  
秋
草
俊
一
郎『
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ボ
コ
フ
―
塗
り
か
え
ら
れ
た
自
画
像
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
一
八
九
―
二
二
六
頁
。
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3 
「『
鍵
』
の
ア
メ
リ
カ
版
『
ロ
リ
タ
』」『
読
売
新
聞
夕
刊
』
一
九
五
八
年

一
一
月
二
四
日
。

4 
な
お
、
の
ち
に
『
婦
人
生
活
』
に
も
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
担
当
し
た
の
は
作
家
の
浅

原
六
朗
、
挿
画
は
画
家
の
沢
田
重
隆
だ
っ
た
。
浅
原
が
つ
け
た
見
出
し

「
貪
婪
な
愛
撫
」「
私
の
獣
性
は
刺
戟
さ
れ
て
」
な
ど
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
読
ま
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
・
ナ
ボ
コ
フ「
ロ
リ
ー
タ
」『
婦
人
生
活
』一
三
巻
十
号
、
一
九
五
九
年
、

二
四
六
―
二
五
五
頁
。

5 

「
文
学
か
ワ
イ
セ
ツ
か
!!　
〝
ロ
リ
ー
タ
〞」『
週
刊
明
星
』
一
九
五
八

年
一
二
月
四
日
、
十
一
―
十
五
頁
。

6 

こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
井
上
健
の
論
考
に
く
わ
し
い
。
井

上
健
「『
ロ
リ
ー
タ
』
日
本
上
陸
―
自
我
と
身
体
の
読
ま
れ
方
」

『K
R
U

G

』
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
八
―
一
〇
頁
。

7 

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
版
が
一
九
五
八
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
わ

ず
か
半
年
後
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
こ
の
す
ば
や
い
翻
訳
出
版
に
つ
い

て
は
、
当
時
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
翻
訳
界
に
か
か
わ
っ
て
い
た
宮
田

昇
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
河
出
書
房
の
編
集
者
、
秋
山
嘉
久
雄
が
前
々
か

ら
目
を
つ
け
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
版
の
刊
行
を
伝
え
聞
い
た
時
点
で
、

発
禁
の
可
能
性
な
し
と
い
う
こ
と
で
、
迅
速
に
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
た

め
だ
と
い
う
。
宮
田
昇『
東
は
東
、
西
は
西
―
戦
後
翻
訳
出
版
の
変
遷
』

早
川
書
房
、
一
九
六
八
年
、
八
五
頁
。

8 

宮
田
昇
『
新
編
戦
後
翻
訳
風
雲
録
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、

五
四
頁
。

9 

小
出
龍
太
郎
編
著
、
明
里
千
章
・
荒
川
朋
子
著
『
小
出
楢
重
と
谷

崎
潤
一
郎
―
小
説
「
蓼
喰
ふ
虫
」
の
真
相
』
春
風
社
、
二
〇
〇
六
年
、

一
二
四
頁
。

10 

『
読
売
新
聞
』
一
九
五
九
年
二
月
一
四
日
。

11 

澁
澤
龍
彦
「
書
評
『
ロ
リ
ー
タ
』」『
日
本
図
書
新
聞
』
一
九
五
九
年
三

月
九
日
号
。

12 

年
代
は
あ
と
に
な
る
が
、「
亡
命
貴
族
」
と
し
て
ナ
ボ
コ
フ
を
読
ん
だ

の
が
後
藤
明
生
だ
っ
た
。
後
藤
明
生
「
亡
命
貴
族
作
家
の
文
体
」『
中
央

公
論
』
一
九
七
九
年
九
月
二
二
六
―
二
二
九
頁
。

13 

大
久
保
康
雄
「
解
説
」『
ロ
リ
ー
タ　

上
巻
』
大
久
保
康
雄
訳
、
河
出

書
房
新
社
、
一
九
五
九
年
、
二
四
六
頁
。
な
お
、『
ロ
リ
ー
タ
』
の
正
式

な
タ
イ
ト
ル
が
『
ロ
リ
ー
タ
、
あ
る
い
は
、
あ
る
白
人
の
男
の
や
も
め

の
告
白
』
と
い
う
誤
解
は
根
深
く
、
た
と
え
ば
、
池
内
紀
は
「
正
確
な

タ
イ
ト
ル
は
「
ロ
リ
ー
タ
、
ま
た
は
あ
る
白
人
男
や
も
め
の
告
白
」」
と

か
な
り
時
代
が
た
っ
て
か
ら
、
ま
ち
が
っ
た
情
報
を
述
べ
て
い
る
（
池

内
紀
『
文
学
の
森
を
歩
く
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
七
五
頁
）。

14 

小
島
信
夫
「
四
十
男
の
告
白
小
説
―
一
人
の
ニ
ン
フ
ェ
ッ
ト
へ
の

欲
情
」『
週
刊
読
書
人
』
一
九
五
九
年
三
月
二
日
。

15 

河
出
書
房
新
社
投
げ
こ
み
広
告
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
。

16 
B

rian
 B

o
yd

, V
la

d
im

ir N
a

b
okov: T

h
e A

m
erica

n
 Y

ea
rs, 

P
rin

ceto
n
: P

rin
ceto

n
 U

n
iversity P

ress, 1990. p
. 370.

17 

川
崎
竹
一
「
解
説
―
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
に
つ
い
て
」
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
マ
グ
ダ
』
川
崎
竹
一
訳
、
河
出
書
房
新
社
、

一
九
六
〇
年
、
二
七
〇
頁
。

18 

河
出
書
房
新
社
投
げ
こ
み
広
告
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
。

19 

フ
ラ
ン
ス
語
訳C

h
a

m
bre obscu

re

（
一
九
三
四
）
か
ら
の
翻
訳
。

す
で
に
ナ
ボ
コ
フ
自
身
の
手
に
よ
る
英
訳La

u
gh

ter in
 th

e D
a

rk
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21

（
一
九
三
八
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
か
に
も
急
ご

し
ら
え
の
翻
訳
だ
っ
た
の
で
は
と
想
像
さ
せ
る
。

20 
八
九
年
に
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
直
接
の
原
型
と
作
者
自
身
が
認
め
る
『
魅

惑
者
』
が
死
後
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
で

は
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
直
接
訳
で
『
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
』
を
刊
行

し
た
が
（
貝
澤
哉
訳
、
二
〇
一
一
年
）、
帯
の
惹
句
で
は
「
あ
の
『
ロ
リ
ー

タ
』
の
原
型
」
と
し
て
、
い
ま
だ
に
『
ロ
リ
ー
タ
』
と
の
関
係
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

21 

「
暗
箱
」を
意
味
す
る「
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、

小
説
の
終
盤
で
主
人
公
の
ク
レ
ッ
チ
マ
ー
が
盲
目
に
な
る
と
い
う
筋
書

き
と
対
応
し
て
い
る
。

22 

小
田
光
雄
「
古
本
屋
散
策（
49
）
―
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
と

「
人
間
の
文
学
」「
ロ
マ
ン
文
庫
」」『
日
本
古
書
通
信
』
七
一
巻
四
号
、

二
〇
〇
六
年
四
月
、
九
頁
。

23 

青
木
日
出
夫「
わ
が
ジ
ロ
デ
ィ
ア
ス
―
「
訳
者
あ
と
が
き
」に
か
え
て
」

ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
・
セ
イ
ン
ト
・
ジ
ョ
ア
『
オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
物
語

―
あ
る
出
版
社
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
旅
」
青
木
日
出
夫
訳
、
河
出
書

房
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
九
七
頁
。

24 

ち
な
み
に
、
篠
田
は
の
ち
に
述
べ
る
丸
谷
の
影
響
か
ら
か
、「『
ロ
リ
ー

タ
』
は
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
、
い
ま
な
お
妙
な
読
ま
れ
方

を
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
し
て
、
心
あ
る
読
者

は
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
こ
の
ナ
ボ
コ
フ
と
い
う
現
代
屈
指
の
偉
大
な
前

衛
芸
術
家
の
存
在
に
着
目
す
べ
き
だ
ろ
う
」
と
し
て
、
ナ
ボ
コ
フ
の
文

学
性
を
評
価
す
べ
き
と
い
う
解
説
を
書
い
て
い
る
。
篠
田
一
士
「
解
説
」

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
マ
ル
ゴ
』
篠
田
一
士
訳
、
河
出
書
房
新
社
、

一
九
六
七
年
、
二
九
九
頁
。

25 

ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ　

上
巻
』、
二
五
頁
。

26 

丸
谷
才
一
「
日
本
文
学
の
な
か
の
世
界
文
学
」『
展
望
』
一
九
六
六
年

一
月
号
、
九
一
頁
。

27 

篠
田
一
士
・
丸
谷
才
一「
共
同
討
議　

ナ
ボ
コ
フ
の
衝
撃
」『
ユ
リ
イ
カ
』

「
特
集
＝
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
」
一
九
七
一
年
八
月
号
、
八
九
頁
。

28 

同
誌
、
九
〇
頁
。

29 

巻
末
の
シ
リ
ー
ズ
説
明
文
よ
り
引
用
す
る
。「
作
家
に
と
っ
て
母
国（
あ

る
い
は
母
国
語
）
を
捨
て
る
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の
か
。
ソ

ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ィ
ン
の
事
実
上
の
亡
命
に
よ
っ
て
〈
亡
命
文
学
と
は
な
に

か
〉
が
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
界
文
学
史
上

〈
亡
命
〉
は
常
に
影
の
よ
う
に
つ
き
ま
と
う
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、

特
に
ロ
シ
ア
文
学
お
よ
び
ス
ラ
ヴ
圏
文
学
に
と
っ
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
ロ
シ
ア
出
身
の
作
家
を
四
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の

作
家
を
四
人
選
び
、
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
の
文
学
と
名
づ
け
た
」
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
（
改
訳
決
定
版
）』
大
久
保
康
雄
訳
、
河

出
書
房
新
社
、
一
九
七
四
年
、
三
二
二
頁
。

30 

同
書
、
三
一
六
頁
。

31 

同
書
、
一
三
―
一
四
頁
。

32 

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
ナ
ボ
コ
フ
研
究
者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ペ
ル
・

ジ
ュ
ニ
ア
が
『
ロ
リ
ー
タ
』
本
文
に
一
五
〇
頁
及
ぶ
膨
大
な
注
釈
を
つ

け
た『
詳
注
ロ
リ
ー
タ
』（
一
九
七
〇
）を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

33 

一
九
七
七
年
に
は
、
ナ
ボ
コ
フ
の
作
品
の
ロ
シ
ア
語
表
記
に
つ
い

て
ロ
シ
ア
文
学
者
の
諫
早
勇
一
か
ら
の
訳
文
批
判
が
あ
っ
た
。
諫
早

勇
一
「
英
米
文
学
に
お
け
る
ナ
ボ
コ
フ
―
『
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ナ
イ

ト
の
真
実
の
生
涯
』
の
邦
訳
を
め
ぐ
っ
て
」『
ジ
ュ
ラ
ー
ブ
リ
』
第
三
号
、

一
九
七
七
年
、
六
一
―
六
六
頁
。

34 
八
十
年
に
は
河
出
文
庫
も
創
刊
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
河
出
が
自
社
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
手
放
し
た
の
か
は
不
明
。
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35 

若
島
正
「
改
訳
し
た
い
10
大
翻
訳
」『
翻
訳
の
世
界
』
一
九
九
二
年

一
一
月
号
、
五
一
頁
。

36 

大
津
栄
一
郎
「
若
島
正
氏
に
反
論
す
る
」『
翻
訳
の
世
界
』
一
九
九
三

年
三
月
号
、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。

37 
若
島
正
「
ナ
ボ
コ
フ
と
翻
訳
」『
乱
視
読
者
の
冒
険
―
奇
妙
キ

テ
レ
ツ
現
代
文
学
ラ
ン
ド
ク
講
座
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
、

二
三
二
、二
四
七
頁
。

38 

大
津
栄
一
郎
「
解
説
」
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
賜
物
』
白
水
社
、

一
九
六
七
年
、
四
一
六
―
四
一
七
頁
。

39 

大
津
栄
一
郎
「
若
島
正
氏
に
反
論
す
る
」、
一
〇
二
頁
。

40 

若
島
正
「『
ロ
リ
ー
タ
』
の
五
〇
年
―
訳
者
あ
と
が
き
」
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
』
若
島
正
訳
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
、

カ
バ
ー
袖
。

41 

若
島
正
「
改
訳
し
た
い
10
大
翻
訳
」、
五
一
頁
。

42 

若
島
正
「『
ロ
リ
ー
タ
』
の
五
〇
年
―
訳
者
あ
と
が
き
」、
四
五
四
頁
。

43 

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
』
若
島
正
訳
、
新
潮
社
、

二
〇
〇
五
年
、
二
一
頁
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
』

若
島
正
訳
、
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
頁
。

44 

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ナ
ボ
コ
フ『
ロ
リ
ー
タ
』大
久
保
康
雄
訳
、
新
潮
文
庫
、

一
九
八
〇
年
、
カ
バ
ー
裏
。

45 

ナ
ボ
コ
フ
『
ロ
リ
ー
タ
』、
二
〇
〇
六
年
、
カ
バ
ー
裏
。


